
対策は裏面へ安全確保のために

水没・浸水被害だけでなく、豪雨による土砂崩れなど思わぬ形で被害が発生する場合も想定されます。
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出典：気象庁ホームページ
（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html）

■ 短時間豪雨の発生回数は増加傾向
にあり、突然発生する集中豪雨

（いわゆるゲリラ豪雨）による水災被害が
多数発生しています。

■ 平成29年度台風18号や平成30年7月
豪雨など台風や集中豪雨による 深刻な
水災被害が多数発生していま す。

トレンド＝20.5（回／10
年）

突然の洪水・集中豪雨

まずは生命の安全確保を最優先して下さい！

気象情報を適時適切に把握して下さい！

急にヒヤリ・・・寒冷前線接近中

小石が上から転がっている・・・土砂崩れの予兆

兆候があれば即行動を！

ハザードマップで危険確認！

水災シーズン到来！！



避難場所の事前確認！
対策

1

・天候が急変してから安全な避難場所を確認するのでは、
間に合いません。

・急な河川の増水等をあらかじめ想定して下さい。

対策

2 避難ルートの事前確認！

対策

3 軟弱地盤では慎重に判断を！

・増水時には、路面・地盤面等の状況を正確に把握
できません。

・避難ルートをあらかじめ確認して下さい。

・埋立地等の軟弱な地盤面では、建機を支える 地耐力が
不足していることが想定されます。
・無理な作業を行わず、慎重に安全を確保して下さい。

対策

4

夜間等も安全な保管場所に！
・夜間等長時間建機から離れる場合は、天候の急変を
想定し、安全な保管場所に移動させて下さい。

・ドア、窓等の開口部も確実に閉めましょう。

警戒警報発令時即避難を！

・作業中に大雨・土砂災害等の警戒警報が発令された
際には、直ちに非難を開始して下さい。
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対策

5 夜間等は建機による二次災害防止を！


